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●●平面図平面図
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④④周辺環境整備周辺環境整備
管理ダムの貯水池周辺の環境整備を行い、ダム湖周辺の利用を誘導し、ダム管理を
円滑に行う。また、ダム湖周辺を憩いの場として提供し、ダム湖そのもののレクリエー
ション資源としての価値を高め、水源地域の活性化を目指す。

・ダム建設に伴って地形改変された自然(景観)の回復と周辺の乱開発等の防止のた
め整備を行う
ダム建設は、自然の営みに対して人為によるインパクトを与える。この影響を緩和するため、ダム周辺
地域が以前有していた自然生態、景観、レクリェーション上の機能の維持、確保あるいは回復に努める。

・地域振興の一環としてのダム周辺の活用のため整備を行う
地元自治体の目指す地域振興のビジョンに対する具体策として、ダム周辺環境整備ができるだけこれ
に寄与できるよう努める。

・ダム湖及び周辺のレクリェーション活用のため整備を行う
新たに創出されたダム湖及び周辺空間は、地元住民あるいは広域圏からのレクリェーションの場とし
ての活用が期待される。その整備にあたってまずダム湖周辺の資源価値、交通条件そのた立地条件を
勘案して、整備内容及び水準を決定し、維持管理等について地元自治体と綿密な協議を図る。

・ダムのＰＲと親近感の向上のため整備を行う
ダム周辺環境整備事業で整備されたレクリェーション施設を利用する人々に対し、ダム事業のＰＲを図
るとともに、地域住民や広く一般住民とダムとの親近感を高め、あわせて、地域全体のイメージアップに
努める。

・水質の保全のため整備を行う
ダムは洪水調節、利水等を目的として、水源地域住民の尊い協力のもとに築造されたものであり、良
質な水質を維持・供給することは、ダムが果たすべき重要な役割である。このため、ダム周辺環境整備
において積極的に水質保全に努めるとともに、ダム湖利用に際して水質に悪影響を及ぼさないよう配慮
する。

・周辺環境整備の意義・周辺環境整備の意義

水質保全施設（布目ダム）公園整備（布目ダム）

ビジターセンター（日吉ダム） 公園整備（比奈知ダム）

・整備施設の例・整備施設の例
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⑥⑥ダム水源地ネットワークダム水源地ネットワーク

淀川水系には洪水を防ぎ、京阪神
の1,600万人の飲料水や農業用水、
工業用水を供給し、クリーンエネル
ギーの水力発電を行うためのダム
や琵琶湖がある。

ダムがある水源地では広い森林を
保全し、農業を営んでダムとともに
近畿の母なる川「淀川」を守っている。

上流の水源地には森林や水や生
き物たちの自然がたくさん残ってい
る。また、文化や歴史、自然とふれ
あう環境や施設、ダム湖の水辺環境
などのたくさんの魅力がある。

淀川水系ダム水源地ネットワーク
は上流のこの様な魅力をたくさんの
人に知ってもらうための情報発信や
水源地の環境保全や地域づくりを目
指して、淀川上流域の１９市町村が
連携したネットワークである。

水フェステｲバルIN日吉

「ダム探検と植樹ツア の開催」「ダム探検と植樹ツアーの開催」
一般公募で参加された淀川流域の下流に暮ら
す住民が、ダムなどを見学し、水源地に植樹を
行っている。「水源地に関心を持った」「地元の人
のやさしさにふれ合えたのが楽しかった」と好評で
ある。

「淀川わいわいネット」のホームページ開設「淀川わいわいネット」のホームページ開設
水源地やイベントの情報発信を行っています。

「ふるさとフェア」の開催（毎年「ふるさとフェア」の開催（毎年11回）回）
水源地域の特産品の展示即売や各種イベントを
行っている。

淀川水のふるさとフェア2005の開催（平成17年
10月15日）

「水フェステｲバル「水フェステｲバルININ日吉」の開催日吉」の開催
水フォーラムプレイベントの一環として、淀川水系
で｢地域に開かれたダム｣として指定された日吉ダ
ムにおいて、多くの人々が集い、水について意見・
情報交換を行い、相互に交流し、「人と水の結びつ
き」についての意識の高揚を図ることを目的として、
開催された。

ダム探検と植樹ツアーの開催

●●活動内容活動内容
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⑦⑦森と湖に親しむ旬間森と湖に親しむ旬間

『広げよう、森と湖のネットワーク』

水と緑に恵まれた自然豊かな森と湖に集い、自然環境に親しみ、人と人
との交流を深め、やすらぎやうるおいを感じてもらうことを通して森と湖の
大切さを理解することを目的に、この統一テーマのもと、全国各地の水源
地において各種行事、広報活動を展開している。

国土交通省と林野庁は、地域住民が森や湖に親しみ、心身をリフレッシュし
ながら、森林やダム等の重要性について理解を深めることを目的として、７月
２１日から３１日までを「森と湖に親しむ旬間」と定めている。

この期間中に全国各ダムを会場として各種の行事が行われているが、これ
らによって上下流の交流が図られている。

・旬間の統一テーマ・旬間の統一テーマ

サマーフェスティバル2005

魚つかみどり大会

ダム湖見学乗船

「森と湖に親しむ旬間」イメージ（天ヶ瀬ダムの事例）「森と湖に親しむ旬間」イメージ（天ヶ瀬ダムの事例）
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●●提案理由（代替案含む）提案理由（代替案含む）

１．現況と提案理由

（現状）
・ダム諸量（流入量、放流量等）について、ホームページ、携帯電話
（ｉモード）での公開を実施している。

・ダム情報を電光掲示板にて、提供している。

近年の社会情勢、地域住民の知識・関心の向上に伴い、より迅速な
情報伝達が以前にもまして可能となっていることから、防災時等の情
報提供も含め、周辺地域への広報活動、安全性の向上が必要と言え
る。

（提案理由）

ダム情報の公開、地域との連携、わかりやすい放流警報等の検討

•公開情報の見直し及び新設整備
•公開手法の見直し、検討
•公開情報の啓発活動
•警察、消防等との連携強化

各関係機関

•これまでの報告、調整

実 施

２．具体的整備手法
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●●ダム管理設備例ダム管理設備例

ダム主ゲート 水位観測所

情報表示盤 CCTV

通信鉄塔
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●●提案理由（代替案含む）提案理由（代替案含む）

１．提案理由
各ダムでは、定期的にダム及び周辺設備の点検・整備を実施すると
ともに、管理施設の更新計画を定め、順次施設改修等を実施すること
により施設機能の維持・機能向上に努めている。

今後も、施設の定期的な点検・整備、施設更新を実施していくが、施
設毎の更新期間を更に見直すことによる施設の延命化・ライフサイク
ルコストの縮減を目指した、施設改修計画について鋭意見直しを進め
ているところである。

ゲートの点検状況

ダム本体の観測・点検状況

●●整備効果整備効果

１．事業効果
ダムは、治水上・利水上非常に重要な構造物であり、そのため、定期
的な点検により不具合の早期発見に努めている。また、老朽化の見ら
れる施設については補修作業を行うことにより、常時最適な機能が保
持でき、ダムの効果を発揮することとなる。

近年は、技術の進歩により、耐用年数についての見直しの必要性が
生じていることから、今後は更新期間等の検討も行うことで、各種施設
の長寿命化による維持管理費の縮減が期待できる。

なし
２．他事業との連携
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●●高山ダムの状況高山ダムの状況

ダム湖への流木の堆積状況

流木の引き上げ状況

流木のチップ化状況

チップ化した流木の再利用（緑化の基
盤材として利用）

緑化された法面の状況

緑化施工箇所





具体的な整備内容シート（基礎案）

【平成１８年３月２２日版】

環境－１９ 22/22

●●提案理由（代替案含む）提案理由（代替案含む）

６）流木の有効活用を検討・実施６）流木の有効活用を検討・実施

既設各ダムでは、毎年大量のゴミや流木等の塵埃が流れ込み、そ
の処理が管理上の問題となっている。

又、リサイクルについては、流木等の塵埃の有効活用を図るための
取り組みを実施していく。

１．現況と提案理由

２．具体的整備手法

減量化の検討

生活ゴミ等の原因を調査し、上流市町村との協力により不法投棄、
生活ゴミ減量化に向けた啓発活動等を検討し、実施していく。

有効なリサイクル手法の検討

１ 流木や刈草等の年間現地発生量の把握とリサイクル手法の検討

現地発生材 リサイクル資材 用途案

薪 燃料
チップ（原材料） マルチング、工場用燃料

（炭化） 水質浄化、消臭材
（堆肥化）堆肥、緑化基盤材

オガ粉 敷き料（畜産用）
チップ（炭化） 土壌改良

（堆肥化）肥料

流木

刈草等

２ ダム周辺の処理施設等の分布調査

４ ダム周辺地域での完結型のリサイクル手法の可能性検討

・それぞれのメリット、デメリット経済性等を検討

３ ダム周辺の行政機関等の実態調査及び需要先調査

現地発生材の再利用先について、各ダム周辺地域において適正かつ
継続的な需要先が確保できるよう、市場調査を実施し、ダム周辺地域
での完結型のリサイクル手法の可能性を検討する。

有効なリサイクル推進


